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今
年
度
は
、
平
成
21
年
11
月
28
日
・
29
日
に
、

「
田
舎
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り　

ひ
と
が
動
く　

ま

ち
が
変
わ
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
北
海
道
本
別
町

に
て
「
北
日
本
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
ご
来
賓
の
文
部
科
学
省
生
涯

学
習
政
策
局
様
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、

聖
徳
大
学　

福
留
強
教
授
か
ら
「
田
舎
が
輝
く

ま
ち
づ
く
り
の
全
国
的
な
事
例
を
学
ぶ
」
と
題

し
ま
し
て
、
事
例
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
志
布
志
市
の
市
民
大
学
の
皆
さ
ん

が
開
発
し
た「
創
年
の
志
」と
銘
打
っ
た
焼
酎
や
、

近
く
の
霧
島
市
隼
人
町
の
嘉
例
川
駅
の
ま
ち
お

こ
し
や
そ
こ
で
販
売
さ
れ
て
い
る
駅
弁
「
か
れ

い
川
」
な
ど
、
今
ま
で
の
常
識
を
破
っ
た
よ
う

な
事
例
を
次
々
に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
「
田
舎
力�

地
域
に
眠
る
宝
を
探
し
発

信
す
る
」
と
の
テ
ー
マ
で
、
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
・
食
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
金
丸
弘
美

氏
よ
り
、
基
調
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
都

会
の
も
の
ま
ね
で
な
い
村
が
カ
ッ
コ
良
く
、
村

が
村
ら
し
く
、
村
が
元
気
で
若
い
人
が
来
て
、

働
き
場
が
あ
っ
て
、
そ
ん
な
村
の
誇
り
を
発
信

で
き
る
場
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な

い
か
と
結
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
別
町
特
産
の
小
豆
と
大
豆
で
作
っ
た
お
茶

で
し
ば
し
の
休
憩
の
後
、
対
談
に
入
り
ま
し
た
。

　
「
田
舎
を
創
る�

ひ
と
を
育
て
る
」
を
テ
ー
マ

に
、
阿
寒
鶴
雅
グ
ル
ー
プ
代
表
の
大
西
雅
之
氏

と
ふ
る
さ
と
再
生
塾�

塾
長�

小
山
忠
弘
氏
の
お

二
人
が
、「
ふ
る
さ
と
」
の
曲
が
流
れ
る
中
、
舞

台
に
登
壇
さ
れ
ま
し
た
。
大
西
氏
は
、
国
土
交

通
省
所
管
の
観
光
カ
リ
ス
マ
に
選
定
さ
れ
、
ソ

ム
リ
エ
と
し
て
も
活
躍
。
ま
た
現
在
グ
ル
ー
プ

７
つ
の
ホ
テ
ル
を
経
営
さ
れ
な
が
ら
、
阿
寒
観

光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
理
事
長
と
し
て

「
阿
寒
湖
再
生
プ
ラ
ン
２
０
１
０
」
を
策
定
す
る

な
ど
、
具
体
的
な
人
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。
小
山
氏
は
、
道
内
各
地
で
教
育
長

を
務
め
ら
れ
た
後
、
平
成
20
年
に
札
幌
国
際
大

学
学
長
を
退
か
れ
、「
ふ
る
さ
と
再
生
塾
」
を
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
お
二
人
の
対
談
は
、「
田

舎
を
つ
く
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
田
舎
力
・
過

疎
力
・
郷
土
力
を
育
む
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
は
人
材
の
育
成
を
官
民
協
働
で
取
り
組
む

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
多
様
な
交
流
に
よ
り

共
創
力
が
つ
き
、
田
舎
の
活
性
化
へ
と
結
び
つ

い
て
い
く
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

生
涯
学
習
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
検
証
す
る

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
ふ
る
さ
と
再
生
塾�

塾
長�

小
山
忠
弘
氏
、
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
阿
寒
鶴

雅
グ
ル
ー
プ
代
表�

大
西
雅
之
氏
、
聖
徳
大
学�

教
授�

福
留
強
氏
、
本
別
町
総
合
計
画
策
定
審
議

会�

会
長�

今
野
公
司
氏
、
本
別
町
長�

髙
橋
正
夫

氏
の
４
名
。
熱
意
の
あ
ふ
れ
る
討
議
が
行
わ
れ
、

髙
橋
正
夫
町
長
の
「
ま
さ
に
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
、
自
分
た
ち
が
変
わ
れ
ば
、
自
分
た
ち
が
頑

張
れ
ば
、
町
が
元
気
に
な
る
の
だ
と
実
感
し
た
」

と
の
言
葉
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
元
本
別
町
を
始
め
、
北
海
道
各
地
、
ま
た

全
国
よ
り
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
大
変
有
意
義
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

『
北
日
本
生
涯
学
習

　
　

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

北
海
道
本
別
町
に
て
開
催

（
平
成
21
年
11
月
28
日
・
29
日
）
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生
涯
学
習
の
主
役
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
で

す
。
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
も
が
学
習
を

自
由
に
選
択
し
、
か
つ
、
そ
の
学
習
の
成
果
を

地
域
社
会
の
発
展
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
生

涯
学
習
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
天
童
市
公
民
館
大
会
は
、
第
50
回
を

迎
え
る
記
念
の
大
会
で
あ
る
と
と
も
に
、
天
童

市
と
明
治
大
学
の
連
携
講
座
と
し
て
共
催
し
ま

し
た
。
近
年
、
よ
り
複
雑
化
す
る
社
会
情
勢
の

中
に
あ
っ
て
、
地
域
社
会
活
性
化
に
果
た
す
た

め
の
公
民
館
の
役
割
は
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い

く
中
で
、そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
市
民
の「
新

た
な
一
歩
」
を
踏
み
出
す
力
を
、
公
民
館
活
動

に
よ
り
生
み
出
す
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
地
域

や
天
童
市
を
よ
り
『
素
敵
な
ま
ち
』
に
変
え
て

い
け
る
の
で
は
な
い
か
。「
私
の
一
歩
が
地
域

を
変
え
る
」
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
今
後
ど
の

よ
う
に
活
動
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
、
お
互
い
に
学
ぶ
合
う
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

第
50
回
天
童
市
公
民
館
大
会

第
５
回
天
童
市
地
域
づ
く
り
研
究
大
会

記
念
講
演

　
『
私
の
一
歩
が
地
域
を
変
え
る
～
感
動
・
感
謝

　
「
生
き
る
」
っ
て
素
晴
ら
し
い
！
～
』

講
師　

俳
優
・
明
治
大
学
特
別
招
聘
教
授

�

原
田
大
二
郎
氏　

期
日　

平
成
21
年
11
月
21
日
（
土
）

場
所　

天
童
市
市
民
プ
ラ
ザ

主
催　

天
童
市
・
天
童
市
教
育
委
員
会

主
管　
天
童
市
生
涯
学
習
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

協
賛
事
業

９
月
13
日
（
日
）

　

市
民
プ
ラ
ザ
「
黒
森
歌
舞
伎
天
童
公
演
」

９
月
27
日
（
日
）

　

ぽ
ん
ぽ
こ
里
山
コ
ン
サ
ー
ト　

10
月
18
日
（
日
）
～
10
月
31
日
（
土
）

　

市
立
図
書
館
市
内
出
版
物
展

10
月
24
日
（
土
）
～
11
月
８
日
（
日
）

　

市
立
公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
文
化
祭

11
月
14
日
（
土
）

　

遊
び
の
屋
台
村
（
天
童
版
だ
が
し
や
楽
校
）

後
援
事
業

平
成
21
年
度

全
国
生
涯
学
習
市
町
村
協
議
会

天
童
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
９

（
第
50
回
天
童
市
公
民
館
大
会
・
第
５
回
天
童
市
地
域
づ
く
り
研
究
大
会
）

生
涯
学
習
を
進
め

　い
き
い
き
と
し
た
地
域
社
会
を
つ
く
ろ
う

～
私
の
一
歩
が
地
域
を
変
え
る
～

山形県
天童市

こ
れ
か
ら
の
生
涯
学
習
へ
の
展
望

文
部
科
学
省 

生
涯
学
習
政
策
局
長　

板
東　
久
美
子

で
学
ぶ
社
会
人
は
少
な
く
、
高
度
な
学
習
を
市
民

が
享
受
で
き
る
機
会
は
不
十
分
で
す
。
学
び
の
成

果
の
積
極
的
な
評
価
・
活
用
も
、
ま
だ
限
定
的
な

も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
22
年
6
月
18
日
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
「
新
成
長
戦
略
」
で
は
、
市
民
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
企
業
な
ど
様
々
な
主
体
が
社
会
問
題
の
解

決
に
関
わ
る
「
新
し
い
公
共
」
の
実
現
が
盛
り
込

ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
新
し
い
公
共
」
と
生
涯
学

習
に
は
極
め
て
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
誰
も
が
「
新
し
い
公
共
」
に
参
画
し
、
協
働

し
て
い
く
た
め
に
は
、
学
び
直
し
の
機
会
の
充
実

や
学
び
の
成
果
が
適
切
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
役
割
は
、
大
学
・
大
学
院

や
社
会
教
育
施
設
等
が
担
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
特
に
、
社
会
教
育
施
設
は
全
国
の
豊
富
な

施
設
・
専
門
人
材
を
生
か
し
、「
新
し
い
公
共
」

を
担
う
人
々
の
連
携
・
情
報
共
有
・
人
材
育
成
の

中
核
と
し
て
、
そ
の
機
能
を
果
た
し
て
い
く
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
、
改
め
て
、
生
涯
学
習
の

視
点
を
、
教
育
だ
け
で
な
く
、
産
業
、
労
働
、
福

祉
、
地
域
活
性
化
な
ど
様
々
な
分
野
に
横
串
で
通

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

生
涯
学
習
振
興
法
制
定
か
ら
20
年
と
い
う
節
目

を
、
生
涯
学
習
の
意
義
を
再
認
識
し
、
生
涯
学
習

推
進
の
課
題
を
検
証
し
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
力
強

く
踏
み
出
す
契
機
に
し
た
い
と
強
く
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　

臨
時
教
育
審
議
会
が
、
だ
れ
で
も
い
つ
で
も
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
学
ん
だ
成
果
を
活
か
す
こ
と
の

で
き
る
「
生
涯
学
習
社
会
」
の
実
現
を
提
言
し
て

か
ら
四
半
世
紀
、
ま
た
、
そ
の
実
現
の
た
め
、
都

道
府
県
の
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
整
備
な
ど
を
求

め
た
「
生
涯
学
習
の
振
興
の
た
め
の
施
策
の
推
進

体
制
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」（
略
し
て
生
涯
学

習
振
興
法
）
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
20
年
に
な
り
ま

す
。
こ
の
法
律
は
、
生
涯
学
習
の
定
義
や
理
念
も

規
定
し
て
お
ら
ず
、
生
涯
学
習
に
つ
い
て
の
基
本

法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、生
涯
学
習
を
全
国
的
に
、

そ
し
て
様
々
な
分
野
で
推
進
し
て
い
く
出
発
点
と

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
18
年
に
教
育
基
本

法
が
改
正
さ
れ
て
、
よ
う
や
く
、
教
育
を
貫
く
重

要
な
理
念
と
し
て
、「
生
涯
学
習
の
理
念
」
が
明

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
涯
学
習
の
必
要
性
は
、
少
子
高
齢
化
・
人
口

減
少
、
産
業
や
雇
用
構
造
の
変
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
、
地
域
や
家
庭
の
機
能
低
下
な
ど
の
社
会
経
済

の
大
き
な
変
化
が
進
行
す
る
中
、
ま
す
ま
す
重
要

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
残
念
な
が

ら
、
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
の
状
況
は
道
半
ば
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
ま
だ
生
涯
学
習
と
い
う

言
葉
は
限
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
る
こ
と

も
多
く
、
趣
味
・
教
養
に
関
わ
る
も
の
に
比
べ
、

職
業
能
力
の
開
発
・
向
上
や
地
域
・
社
会
の
課
題

の
解
決
に
資
す
る
学
習
機
会
は
十
分
と
は
い
え
ま

せ
ん
。
ま
た
、
諸
外
国
に
比
べ
、
大
学
・
大
学
院
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須
賀
川
市
民
大
学
概
要

　

一
人
ひ
と
り
の
市
民
が
創
造
的
で
充
実
し
た

人
生
を
お
く
る
と
も
に
、
地
域
づ
く
り
や
地
域

文
化
の
創
造
へ
の
主
体
的
な
参
加
を
促
進
で
き

る
よ
う
、
生
活
や
地
域
の
課
題
に
対
応
で
き
る

学
習
と
自
己
啓
発
の
場
を
提
供
す
る
。
ま
た
、

こ
の
こ
と
に
よ
り
「
豊
か
な
人
づ
く
り
と
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
促
進
す
る
。

第
一
回　

９
月
16
日

「
万
葉
集
千
二
百
年
紀
」
万
葉
秀
歌　

心
に

響
く
「
愛
」
の
歌

須
賀
川
市
博
物
館
友
の
会
会
長�

西
間
木
俊
夫
氏

第
二
回　

９
月
30
日

「
世
界
の
食
糧
事
業
と
日
本
の
食
糧
自
給
率
」

福
島
県
農
政
事
務
所
地
域
第
四
課
長�

藤
澤
好
尚
氏

第
三
回　

10
月
７
日

「
笑
い
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

�

落
語
家　

三
遊
亭
竜
楽
氏

第
四
回　

10
月
14
日

「
文
明
の
帰
路
に
立
つ
世
界
と
日
本
」

毎
日
新
聞
社
特
別
編
集
委
員　

岸
井
成
格
氏

第
五
回　

10
月
21
日

「
私
の
取
材
手
帳
か
ら
～
私
が
出
会
っ
た
素

敵
な
人
た
ち
～
」

キ
ャ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト�

福
島
敦
子
氏

会　

場　

須
賀
川
市
中
央
公
民
館

　

第
21
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
協

賛
事
業
と
し
て
、
春
日
部
市
社
会
教
育
課
で
主

催
す
る
事
業
を
実
施
し
、
春
日
部
市
内
で
平
成

21
年
10
月
～
平
成
21
年
12
月
に
開
催
さ
れ
る
生

涯
学
習
の
イ
ベ
ン
ト
を
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
使
っ
て
広
報

し
た
。

遊
学
一
日
体
験
教
室
（
参
加
人
数
二
七
三
名
）

春
日
部
市
生
涯
学
習
人
材
情
報
登
録
者
を
講

師
と
し
て
、
28
の
体
験
教
室
を
実
施

ビ
デ
オ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
参
加
人
数
一
〇
五
名
）

「
学
校
の
部
」と「
市
民
の
部
」の
部
門
に
分
け

募
集
し
た
ビ
デ
オ
作
品
の
発
表
会
を
実
施

市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
（
参
加
人
数
一
二
二
四
名
）

①
春
日
部
市
生
涯
学
習
都
市
宣
言
発
表

　

セ
レ
モ
ニ
ー

　
　

市
民
に
よ
る
宣
言
文
の
朗
読

②
人
権
ポ
ス
タ
ー
入
選
作
品
発
表

　

市
立
小
中
学
校
並
び
に
春
日
部
特
別
支

援
学
校
児
童
・
生
徒
の
作
品
映
像
を
ス
ク

リ
ー
ン
に
投
影
し
、
学
校
名
・
学
年
・
氏
名

を
紹
介

③
人
権
作
文
発
表
及
び
表
彰

　

児
童
二
名
、生
徒
二
名
の
作
文
発
表
後
、

表
彰
及
び
講
評
を
行
っ
た

第
21
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

ま
な
び
ピ
ア
埼
玉
２
０
０
９
in
松
伏
町
事
業

平
成
21
年
度

須
賀
川
市
民
大
学

か
す
か
べ
遊
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
９

生
涯
学
習
の
祭
典

　遊
び
な
が
ら

　学
び
な
が
ら

　と
き
め
き
発
見

　知
る
・
観
る
・
学
び
の
広
場
～
春
日
部

埼玉県
春日部市

埼玉県
松伏町

福島県
須賀川市

　

第
21
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ま

な
び
ピ
ア
埼
玉
２
０
０
９
が
、
さ
い
た
ま
ス
ー

パ
ー
ア
リ
ー
ナ
を
主
会
場
と
し
て
、
埼
玉
県
全

市
町
村
で
開
催
さ
れ
た
。

　

市
町
村
主
催
事
業
と
し
て
、
団
塊
の
世
代
や

そ
れ
に
続
く
世
代
、
子
育
て
が
一
段
落
し
た

人
々
が
、
地
域
に
お
い
て
生
涯
現
役
で
生
き
活

き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、
自
ら
楽
し
み
・
学
ぶ
生

涯
学
習
を
通
じ
て
、
豊
か
な
経
験
や
知
識
を
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ら
れ
る
地
域
デ
ビ
ュ
ー

の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
「
輝
け
創
年
祭
～

青
春
よ　

い
つ
ま
で
も
～
」
を
開
催
し
た
。

期　

日　

平
成
21
年
11
月
１
日
（
日
）

場　

所　

松
伏
町
中
央
公
民
館
な
ど

④
教
育
講
演
会

　

演
題
「
脳
を
活
か
す
マ
ナ
ビ
術

　
　
　
　
　

～
生
命
輝
か
せ
る
た
め
に
～
」

�

脳
科
学
者　

茂
木
健
一
郎
氏

▽
記
念
講
演
「
創
年
よ
大
志
を
い
だ
け
」

�

聖
徳
大
学�

教
授　

福
留
強
氏

▽
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
創
年
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
（
出
演
）
ニ
ュ
ー
ノ
ー
ツ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

▽
生
涯
学
習
体
験
ス
テ
ー
ジ

①
文
化
・
経
験
発
揮
ゾ
ー
ン
②
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー

ン
③
創
年
の
広
場
④
農
産
物
直
売
コ
ー
ナ
ー

主　

催　
松
伏
町
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会

主　

管　

文
化
の
ま
ち
づ
く
り
「
Ｙ
ｏ
ｕ
遊
」

　
　
　
　

倶
楽
部
・
創
年
祭
運
営
委
員
会

後　

援　

松
伏
町
、
松
伏
町
教
育
委
員
会
、
聖
徳

大
学
生
涯
学
習
研
究
所
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

全
国
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
協
会

協　

力　

文
化
協
会
、
体
育
協
会
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
、
国
際
交
流
協
会
、
そ
の

ほ
か
創
年
祭
の
目
的
に
賛
同
す
る
団
体

はは
は

一一
一

歩歩
歩のの

の
めめ
め

じじ
じ
は
じ
は
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子
ど
も
を
ほ
め
て
育
て
よ
う
研
究
大
会

�

in
か
る
ま
い

（
平
成
21
年
度　

軽
米
町
教
育
振
興
運
動
集
約
集
会
）

期
日　

平
成
22
年
２
月
５
日
（
金
）

場
所　

軽
米
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
に
は
、

家
庭
や
地
域
の
大
人
が
子
ど
も
の
よ
さ
を
見
い

だ
し
、
温
か
く
見
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
何

よ
り
も
大
人
が
子
ど
も
を
し
っ
か
り
見
つ
め

「
ほ
め
よ
う
」
と
い
う
心
で
い
る
こ
と
に
よ
り
、

朗
ら
か
で
心
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
（
各
団

体
）
が
連
携
を
図
り
「
子
ほ
め
運
動
」
の
推
進

を
は
じ
め
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
考
え

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

＝
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
実
践
発
表
＝　

　
晴
高
小
学
校
「
郷
土
芸
能
伝
承
『
高
家
え
ん
ぶ
り
』」

　
山
内
小
学
校
「
は
つ
ら
つ
あ
い
さ
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

晴
山
小
学
校
「
家
庭
学
習
の
定
着
化
運
動
」

主　

催　

山
梨
市
、
山
梨
市
教
育
委
員
会
、
山

梨
市
子
ど
も
を
ほ
め
て
育
て
る
研
究

会
in
山
梨
実
行
委
員
会

共　

催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く

り
協
会
、
全
国
子
ど
も
を
ほ
め
よ
う
研

究
会
、
山
梨
市
子
ど
も
ク
ラ
ブ
指
導
者

連
絡
協
議
会
、
山
梨
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

＝
開
会
行
事
＝

基
調
講
話
「
子
ど
も
を
ほ
め
て
育
て
よ
う
」　

　
全
国
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
協
会
理
事
長　

福
留　

強
氏

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
学
校
、
家
庭
、
地
域
連
携
に
よ
る
子
育
て
運
動
」

▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

青
山
学
院
大
学
非
常
勤
講
師　

小
川
誠
子
氏

▽
総
括
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

�

聖
徳
大
学
教
授　

福
留　

強
氏

▽
パ
ネ
ラ
ー

山
形
県
鶴
岡
市
上
郷
地
区
自
治
振
興
会

�

副
会
長　

五
十
嵐
進
氏

�

「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
の
み
ん
な
で
育
む
」

福
島
県
矢
祭
町
矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館

�

館
長　

金
澤　

昭
氏

「
全
国
の
皆
さ
ま
の
善
意
に
よ
っ
て
出
来
た

万
冊
の
図
書
を
所
有
す
る
小
さ

な
町
の
大
き
な
図
書
館『
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
と
読
書
の
街
づ
く
り
推
進
』」

　

軽
米
町
体
育
協
会�

会
長　

日
山　

篤
氏

酪
農
経
営
・
前
軽
米
町
立
笹
渡
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

�
田
中　

祐
典
氏

45

交
歓
交
流

「
郷
土
食
で
、
わ
が
ま
ち
自
慢
を
語
ろ
う
会
」

平
成
21
年
度
軽
米
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
懇
親
会

＝
開
会
行
事
＝

基
調
講
話

　
「
生
涯
学
習
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
」

　
全
国
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
協
会
理
事
長　

福
留　

強
氏

事
例
研
究

「
市
町
村
に
お
け
る
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り

の
成
果
と
課
題
」

　

山
形
県
高
畠
町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課　

�

山
木
義
昭
氏

　

青
森
県
黒
石
市
企
画
財
政
部
企
画
課

　
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
）�

駒
井
昭
雄
氏

　
青
森
県
階
上
町
総
務
課（
広
報
担
当
）�

田
中
靖
子
氏

青
森
県
五
戸
町
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

Ｆ
ｉ
ｖ
ｅ　

Ｄ
ｏ
ｏ
ｒ　

代
表　

赤
坂
喜
美
氏

　

地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長

す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の

か
、
講
演
会
や
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育

成
を
考
え
る
機
会
と
し
た
。
ま
た
、
懇
親
会
を

通
じ
て
多
く
の
実
践
者
と
の
交
流
を
図
っ
た
。

期　
　

日　

平
成
21
年
11
月
23
日
（
月
・
祝
）

場　
　

所　

山
梨
市
民
会
館

基
調
講
演
「
子
ど
も
を
健
全
に
育
て
る
ま
ち　

　
　
　
　
　

～
子
ほ
め
運
動
の
現
状
と
課
題
～
」

聖
徳
大
学
教
授
・
全
国
子
ど

も
を
ほ
め
よ
う
研
究
会
代
表�

福
留　

強
氏

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

解
説
「
子
ほ
め
条
例
の
ま
ち
」

�

聖
徳
大
学�

教
授　

清
水
英
夫
氏

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
地
域
で
育
つ
大
人
と
子
ど
も
」

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

�

恵
泉
学
園�

学
園
長　

松
下
倶
子
氏

　

ま
ち
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

広
崎
典
子
氏

　

松
本
大
学
人
間
健
康
学
部
講
師

�

元
巨
人
軍
選
手　

二
宮　

至
氏

　

山
梨
市
長�

中
村
照
人
氏

　

山
梨
市
加
納
岩
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

　

前
子
育
て
ク
ラ
ブ
会
長�

古
屋
明
子
氏

　

栃
木
県
下
野
市
教
育
長�

古
口
紀
夫
氏

議
会
、
山
梨
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

全
国
生
涯
学
習
市
町
村
協
議
会
、
山
梨

県
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
、
聖

徳
大
学
生
涯
学
習
研
究
所

後　

援　

山
梨
県
教
育
委
員
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲
府

放
送
局
、
山
梨
日
日
新
聞
社
、
山
梨

放
送
、
㈱
テ
レ
ビ
山
梨

　

住
民
の
手
に
よ
る
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
。

　

歌
や
踊
り
、
演
劇
な
ど
、
24
団
体
が
ス
テ
ー

ジ
に
出
演
し
、
発
表
を
行
っ
た
。

子
ど
も
を
ほ
め
て

育
て
る
研
究
会

　
　
　
　

in
山
梨
市

山梨県
山梨市

東
北
地
区
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り

研
修
懇
談
会

期
日　

平
成
22
年
２
月
６
日
（
土
）

場
所　

軽
米
中
央
公
民
館

第
８
回
軽
米
町
民

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

期
日　

平
成
22
年
２
月
７
日
（
日
）

場
所　

軽
米
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

協
働
・
参
画
に
よ
る

　

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
in
か
る
ま
い

岩手県
軽米町
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岩
手
県
金
ケ
崎
町
が
昭
和
54
年
６
月
25
日
に
「
生
涯
教
育
の
町
」
宣
言
を
し

て
か
ら
30
年
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、平
成
21
年
10
月
17
日（
土
）・

18
日
（
日
）、
金
ケ
崎
町
文
化
体
育
館
を
主
会
場
に
、「
生
涯
教
育
の
町
宣
言
」

30
周
年
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
生
涯
教
育
、
協
働
と

自
立
へ
の
ま
ち
づ
く
り
」。「
地
域
住

民
に
よ
る
地
域
づ
く
り
実
践
発
表
」、

６
名
の
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
る
「
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
会
議
」、

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー　

加
賀
美

幸
子
氏
に
よ
る
記
念
講
演
「
い
き
い

き
生
き
る
～
言
葉
の
力
、
言
葉
の

心
」、
食
文
化
を
発
信
す
る
「
お
ら

ほ
の
う
ん
め
ぇ
井
戸
端
会
議
」
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
。

全
国
生
涯
学
習
市
町
村

協
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

⑴
①
財
政
上
の
問
題
に
よ
り
全
国
規
模
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
等
の
開
催
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
こ
と
に
対
す
る
意
見

・
開
催
は
困
難
、
廃
止
は
や
む
を
得
な
い

�

９
団
体

・
毎
年
度
は
必
要
な
い
、
隔
年
開
催
な
ど

�

３
団
体

・
開
催
で
き
な
い
の
な
ら
退
会
を
検
討

�

１
団
体

・
世
話
人
と
相
談
の
上
、
事
務
局
で
検
討

�

１
団
体

②
退
会
市
町
村
増
加
の
対
応
策

・
プ
ラ
ス
面
を
全
面
的
に
打
ち
出
し
、
新
規
加

入
市
町
村
を
募
る

・
魅
力
の
あ
る
事
業
を
展
開
し
、
加
入
メ
リ
ッ

ト
を
明
確
に
す
る

　
（
具
体
策
）

・
協
議
会
の
補
助
金
が
活
用
で
き
る
メ
リ
ッ
ト

を
周
知
す
る

・「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
な
ど

活
発
に
組
織
が
機
能
し
て
い
る
事
例
を
参
考

に
す
る

・
研
修
会
補
助
金
を
縮
小
し
、
加
入
市
町
村
間

の
視
察
研
修
を
行
う

・
未
加
入
団
体
へ
声
か
け
し
、
首
長
に
「
生
涯

学
習
ま
ち
づ
く
り
」
を
訴
え
る

⑵

生
涯
学
習
施
策
に
つ
い
て

①
現
在
の
地
域
課
題
、
困
っ
て
い
る
点

・
市
民
、
職
員
の
生
涯
学
習
に
対
す
る
認
識
が

「
い
き
い
き
生
き
る
～
言
葉
の
力
、
言
葉
の
心
」

 

加
賀
美
幸
子
氏
（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

「
生
涯
教
育
の
町
宣
言
」
30
周
年
記
念
大
会

「
人
づ
く
り
ま
ち
づ
く
り
を
求
め
て
30
年
」
開
催
さ
れ
る

記
念

講
演

協働によるまちづくりを考える会議
テーマ：これも協働、これぞ協働　これからのまちづくりに垣根はいらない！

今
後
の
生
涯
学
習
施
策
に
関
す
る

　ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た

結果報告

対
象
団
体　

全
国
生
涯
学
習
市
町
村
協
議
会
役
員
（
22
団
体
）

回
答
団
体　

14
団
体

実
施
時
期　

平
成
22
年
２
月
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深
ま
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
た
め
、
計
画

に
基
づ
き
積
極
的
、
効
果
的
に
推
進
を
図
る

必
要
が
あ
る

・
市
民
活
動
団
体
の
連
携
強
化
や
情
報
を
共
有

で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
で
あ
る

・
養
成
講
座
等
を
開
い
て
も
、
い
つ
も
同
じ
60

～
70
代
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
次
代
を
担
う

若
い
世
代
（
人
材
）
が
い
な
い

・
市
町
合
併
に
よ
り
、
地
域
の
施
設
使
用
、
生

涯
学
習
予
算
等
の
格
差
が
続
い
て
い
る

・
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高
齢
化
が
進
み
、
新

た
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
を
発
掘
で
き
な
い

・
国
、県
か
ら
の
情
報
が
極
端
に
少
な
い
た
め
、

公
民
館
活
動
を
生
涯
学
習
の
ど
の
よ
う
な
位

置
づ
け
に
し
て
い
く
か
事
務
的
な
整
理
が
で

き
な
い

・
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
る
が
、
自
治
組
織
運
営
を
い
か
に
新
た
な

自
治
組
織
と
し
て
創
造
し
て
い
く
の
か

・
こ
れ
ま
で
の
社
会
教
育
関
連
施
設
を
地
域
の

活
動
拠
点
と
し
て
い
く
場
合
、
中
心
と
な
る

人
材
や
社
会
教
育
は
確
保
で
き
る
の
か

・
生
涯
学
習
の
所
管
を
市
長
部
局
と
し
て
い

る
た
め
、
推
進
す
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
わ

り
や
目
的
が
分
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
た

め
、
望
ま
し
い
あ
り
方
を
検
討
し
た
い

・
地
域
の
指
導
者
に
関
す
る
「
人
材
情
報
登

録
制
度
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
が
、
登
録
者
が
減
っ
て
い
る
た
め
、
学
ん

だ
こ
と
を
活
か
す
仕
組
み
づ
く
り
が
困
難
と

な
っ
て
い
る

・
生
涯
学
習
の
環
境
整
備
に
努
め
て
い
る
が
、

過
疎
化
、
高
齢
化
に
よ
り
、
市
民
の
ニ
ー
ズ

が
つ
か
み
に
く
く
な
っ
て
い
る

・
外
国
籍
住
民
が
増
加
し
、
日
本
語
を
学
ぶ

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
多
言
語
で
情

報
発
信
す
る
対
応
が
で
き
て
い
な
い

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
で
あ
る
町
会
自
治

会
へ
の
加
入
率
が
年
々
低
下
し
て
い
る
。
地

域
住
民
相
互
の
連
携･

協
力
が
不
可
欠
と

な
っ
て
き
て
い
る

・
ま
ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
、
学
習
成
果

の
活
用
、
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応

②
国
に
求
め
る
支
援
策

・
生
涯
学
習
の
積
極
的
な
普
及･
啓
発
や
情
報

発
信　
（
４
団
体
）

・
省
庁
間
の
連
携
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
省
庁
に

『
学
び
の
必
要
性
』
を
徹
底
し
て
ほ
し
い

・
あ
ま
り
規
制
の
な
い
補
助
金
制
度

・
生
涯
学
習
施
設
の
建
設
費
補
助
を
大
幅
に
拡

大
し
て
ほ
し
い

・
生
涯
学
習
事
業
の
情
報
提
供

・
講
師
の
力
量
を
持
っ
た
市
民
を
〝
公
的
な
〟

講
師
と
し
て
養
成
し
て
い
た
だ
け
る
施
策
の

展
開

・
生
涯
学
習
関
係
者
等
の
人
材
育
成
研
修
に
か

か
わ
る
支
援

・
成
果
を
正
当
に
評
価
す
る
認
証
シ
ス
テ
ム
の

構
築
支
援

・
家
庭
教
育
、
文
化
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
、
各
種

講
座
等
に
お
け
る
一
流
の
指
導
者
の
派
遣
等

の
支
援

・
財
政
的
な
支
援

・
支
援
要
請
の
な
い
団
体
は
14
団
体
中
２
団
体

・
積
極
的
な
環
境
保
全
や
環
境
負
荷
の
低
減
を

図
る
「
人
と
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
」
の
推
進

・「
人
」
を
中
心
に
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

・
伝
統
芸
能
等
の
伝
承

・
旧
市
町
の
違
う
個
性
を
地
域
の
宝
と
位
置
づ

け
伸
ば
し
て
い
き
た
い

・
次
代
の
主
役
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
地
域
の

行
事
へ
の
参
加
が
で
き
る
様
々
な
事
業
を
展

開
し
て
い
き
た
い

・「
子
ど
も
読
書
推
進
計
画
」
に
よ
る
「
家
庭

で
の
読
書
」
の
推
進

・
地
域
の
公
民
館
の
様
々
な
活
動
が
よ
り
活
発

化
し
、
特
色
あ
る
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る

た
め
、
そ
の
情
報
を
全
国
に
発
信
す
る

・
地
域
に
あ
る
大
学
や
研
究
機
関
等
知
的
資
源

の
さ
ら
な
る
活
用

・
郷
土
へ
の
愛
着
と
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
高

い
知
識
と
能
力
を
持
つ
多
く
の
市
民
活
動
団

体
及
び
市
と
団
体
と
の
橋
渡
し
を
担
っ
て
い

る
中
間
組
織

・「
文
教
の
里
」、「
豊
か
な
自
然
」と
い
う
個
性
、

特
徴
を
生
か
し
た
「
自
然
と
親
し
む
」、「
論

語
の
教
え
を
活
用
し
た
」
教
育
の
実
践

③
今
後
伸
ば
し
た
い
地
域
の
個
性･

特
徴

・
生
涯
学
習
宣
言
都
市
で
あ
る
た
め
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
や
そ
の
成
果

を
地
域
で
生
か
す
ま
ち
づ
く
り

・
平
均
寿
命
の
延
び
に
よ
り
、
定
年
後
働
け
る

方
々
を
活
用
す
る
こ
と
で
地
域
を
活
性
化
さ

せ
る

・「
食
育
」、「
子
育
て
支
援
」、「
安
心･

安
全

の
ま
ち
づ
く
り
」、「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
」な
ど
家
庭･

学
校･

地
域
が
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
の
強
化

・
外
国
と
の
市
民
レ
ベ
ル
で
の
交
流
の
推
進

・
地
域
固
有
の
文
化
や
歴
史
を
学
び
、
ふ
る
さ

と
に
対
す
る
誇
り
や
愛
着
を
育
む
地
域
学
の

推
進

ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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104

105

106

北日本生涯学習まちづくりフォーラム
（2009.11.28～29 北海道本別町）

協働・参画による
生涯学習まちづくり INかるまい
（2010.2.5～7 岩手県軽米町）

天童市生涯学習フェスティバル2009
（2009.9.13～11.21 山形県天童市）

生涯教育宣言30周年記念大会

（2009.10.24～25 岩手県金ケ崎町）

平成21年度 須賀川市民大学講座
（2009.9.16～10.21 福島県須賀川市）

東日本生涯学習まちづくりフォーラム

（2008.2.17～18 栃木県佐野市）

かすかべ遊学フェスティバル2009
（2009.10.1～12.31 埼玉県春日部市）

第１回ふみの里まなびの森フェスタ

（2009.11.23 福岡県宇美町）

子どもをほめて育てる研究会IN山梨市

（2009.11.23 山梨県山梨市）
西日本生涯学習シンポジウム

（2009.2.7～8 広島県東広島市）

南日本生涯学習シンポジウム
（2007.2.21～22 鹿児島県霧島市）

第９回
生涯学習賞贈呈式・受賞記念講演

（2010.3.7 京都府亀岡市）

第21回全国生涯学習フェスティバル
まなびピア埼玉2009 IN 松伏町事業

（2009.11.1　埼玉県松伏町）
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1

2

3

4

5

6

7

8

北海道

東北

稚内市
士別市
大空町
上士幌町
本別町
札幌市
千歳市
浦河町

関東

【青森県】
階上町
【岩手県】
軽米町
葛巻町
金ヶ崎町
大船渡町
【秋田県】
秋田市
【宮城県】
大崎市
七ヶ浜町
【山形県】
天童市
朝日町
【福島県】
南相馬市
富岡町
三島市
昭和村
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10

11

12

13

14

15

16
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20
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飯山市
東御市
塩尻市
茅野町
箕輪町
泰阜村
【山梨県】
甲府市
山梨市
韮崎市
南アルプス市
【富山県】
上市町
富山市
【石川県】
内灘町
金沢市
野々市町
【福井県】
大野市

【岐阜県】
高山市
白川町
七宗町
岐阜市
【静岡県】
御殿場市
掛川市
【愛知県】
知立市
安城市
吉良町
【三重県】
桑名市
名張市
伊勢市
熊野市
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すさみ町

71

72

73

74

75

76

77

中国・四国

【鳥取県】
日南市
【島根県】
松江市
益田市
【岡山県】
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井原市
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【広島県】
東広島市
【愛媛県】
新居浜市

81

82
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84

85
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78
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【福岡県】
芦屋町
岡垣町
須恵町
宇美町
筑後市
柳川市

【佐賀県】
多久市
武雄市
【長崎県】
佐世保市
平戸市

【鹿児島県】
湧水町
霧島市
志布志市
姶良町
薩摩川内市
鹿児島市
奄美市
知名町

【沖縄県】
那覇市88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

会員市町村
平成22年度
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協
議
会
で
は
、
毎
年
会
員
市
町
村
に
お
い
て

開
催
さ
れ
る
生
涯
学
習
の
推
進
に
係
る
研
修
会

等
を
援
助
す
る
目
的
で
、「
全
国
生
涯
学
習
市

町
村
協
議
会
研
修
会
等
補
助
金
交
付
要
綱
」
に

基
づ
き
、
運
営
補
助
金
交
付
を
受
け
る
市
町
村

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
多
く
の
会

員
市
町
村
に
ご
応
募
い
た
だ
き
、
補
助
金
制
度

を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
施
各
市
町
の

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
の
概
要
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

協
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
の
補
助
金

制
度
を
会
員
市
町
村
に
さ
ら
に
有
効
に
ご
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
、
平
成
22
年
度
に

お
き
ま
し
て
も
、
同
程
度
の
募
集
を
す
る
予
定

で
す
。
７
月
初
旬
の
総
会
後
に
募
集
を
開
始

し
、
そ
の
後
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
く
流
れ
に
な

り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
補
助
金
交
付
を
希
望
さ
れ

る
会
員
市
町
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
協
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
募
集
要
項
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
い
た
だ
き
、
事
務
局
ま
で
申
請
し
て
い

http ://www.gakushu. jp
　全国生涯学習市町村協議会では、ホーム
ページを作成しています。
　現在、このホームページには、「加盟市町
村名簿」「会則」「補助金要綱」のほか、「各
市町村の状況」「お知らせ」等の記事を掲載
しております。
　当協議会のネットワークを通して、全国各
地での取り組み状況や日頃のご担当の皆さん
が苦慮されていることも含め、様々な情報を
集め、会員市町村の皆様がよりよいまちづく
りに貢献できるよう、ご活用いただけたら幸
いだと思います。
　また、「ぜひ、この情報を掲載して欲しい！」
とのご要望がありましたら、事務局までご連
絡ください。このＰＲが、明日への発信・発
展につながっていくかも知れません。

　

平
成
21
年
７
月
の
総
会
後
に
、
事
務
局

を
担
当
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
、
ド
タ
バ
タ
の
連
続
で
皆
様
に
は
大
変

に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

会
費
の
請
求
、
研
修
会
等
補
助
金
の
交

付
の
手
続
き
や
「
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
な
ど
、
慣
れ
な
い
仕
事
ば
か
り
で
し

た
が
、
何
と
か
こ
な
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
会
員
市
町
村
の
皆

さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
の
賜
物
と
存
じ
ま

す
。
何
回
と
な
く
全
国
の
会
員
市
町
村
さ

ん
か
ら
い
た
だ
い
た
事
務
連
絡
や
お
問
い

合
わ
せ
に
対
し
て
、
回
答
や
手
続
き
が
遅

れ
て
し
ま
っ
た
り
、
充
分
な
返
事
が
出
来

な
か
っ
た
り
と
、
不
慣
れ
と
は
い
え
大
変

に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
こ
の
紙

面
を
お
借
り
し
ま
し
て
深
く
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
残
り
一
年
間
の
事
務
局
の

仕
事
を
つ
つ
が
な
く
終
了
で
き
ま
す
こ
と

を
深
く
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
は

全
国
の
会
員
市
町
村
の
皆
様
の
お
力
を
拝

借
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ

の
協
議
会
を
盛
り
立
て
て
い
け
ま
す
よ
う

に
、
今
後
と
も
ま
す
ま
す
の
ご
協
力
と
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
Ｓ
）

編
集
室
か
ら

た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
な
ど
に
つ
き

ま
し
て
は
、
充
分
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
選

考
・
決
定
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ぜ
ひ
多
く
の
会
員
市
町
村
の
申
請
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

全国生涯学習市町村協議会の
ホームページ

紹介

アドレス

平
成
22
年
度

募集

補
助
事
業
・
研
修
会
実
施
市
町
村
の
募
集
に
つ
い
て




